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❸今後のまちづくりの展開について

【お問い合わせ先】
都市整備部 駅北口まちづくり事務所 高度利用化推進担当
〒351-0111 和光市下新倉1-5-55
電話番号：048-450-1606（直通） ファクス番号：048-450-1603
e0500@city.wako.lg.jp

今回のワークショップでは、駅前広場全体や要所となる空間に求められている方向
性や機能について、具体的なご意見をいただきました。
今後、皆さまいただいたご意見を踏まえて設計検討を行い、目指す駅前広場を具体
化していきます。また、駅前広場以外の関連する事業でも、ご意見を参考にしながら
連携して進めていきます。
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皆さまからのご意見をふまえて、事業全体
で連携を図りながら実現を目指します！

事業全般と駅前広場のスケジュール

【駅前広場の場所】 【駅前広場周辺の概要（予定）】

和光市駅北口駅前広場ワークショップ
を開催しました！

和光市駅北口地区市街地再開発事業の検討に伴い、令和6
年3月28日に都市計画の変更を行った「北口駅前広場」につ
いて、北口駅前広場のあり方や今後の広場づくりを話し合
うワークショップを開催いたしました。

❶ワークショップの実施概要

北口駅前広場と隣接する再開発施設、公共空地（緑地）もあわせた
「駅北口周辺全体の街づくり」として参加者のご意見を伺う

①2025年2月 9日(日) 13:30～15:30 ・・・14名
②2025年2月15日(土) 13:30～15:30 ・・・17名
③2025年2月21日(金) 18:00～20:00 ・・・15名

計 46名
※各回、実施内容は同じ
グループワークはA、B、Cの３班×３日の計９班で実施

中央公民館 会議室1

①北口駅前広場づくりに関する概要説明
②グループワークによる北口駅前広場づくりに向けた意見交換
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ホームページへの掲載、周知チラシの配布
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❷ワークショップ実施結果のとりまとめ

駅前広場（全体）のあり⽅
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緑地・再開発⼩広場
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駅前広場全体のほか、具体的な空間についても、下図に示す「①改札出入口周辺」、
「②緑地・再開発小広場」、「③中央部」、「④交差点附近」の大きく４か所について、
参加者の皆さまからたくさんのご意見をいただきました。
駅前広場（全体）と各空間について、ご意見をとりまとめた結果を掲載いたします。

駅の顔に相応しい⽞関⼝としての空間
意⾒例：ガレリアの先の景⾊を美しく、ガレリアからの視線の抜け
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⾒
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意
⾒

主
な
ご
意
⾒

• 乗り換え・移動の起点
意⾒例：徒歩以外への移動⼿段への乗り換えの場、駅出てすぐ⼈がの

んびりするところがほしい

• イベント
意⾒例：にぎわい、イベントを⾏う、キッチンカーストリート

• 飲⾷・休憩
意⾒例：和める場、バス停とは別に憩える場所に

• イベント
意⾒例：いろいろなコンテンツかなえる、イベント、キッチンカー

• 休憩・飲⾷
意⾒例：和める場、バス停とは別に憩える場所に

• 避難スペース
意⾒例：防災対策、避難できるスペース

• ✓情報発信やシンボルの設置
意⾒例：和光らしさ、オマージュした景⾊

• ✓休憩・飲⾷
意⾒例：くつろげる場所、飲⾷、休憩スペース、キッチンカーが来れ

るエリア

様々な活動ができるシームレスな空間
意⾒例：動かせるベンチなどいろいろつかえるような⼯夫、可変性のある使い⽅？⼀体的な空間、シームレス

⽂化・個性を表出する情報発信の空間
意⾒例：⽂化や歴史、インスタの写真スポット、オシャレに、“⾳”も

1.⽞関⼝にふさわしい和光ならではの空間の創造
• 和光らしく、⾼質かつ柔軟性のある空間

意⾒例：和光らしさが出るとよい、おしゃれなまち、東上線１の広場に、美しいまち、イベントができる場、イベント限
定ではなく多様に使える

• 四季を感じ、居⼼地のよい空間
意⾒例：緑が感じられる、四季を感じる、年中快適、熱くない

• 夜の広場を温かく灯し、親しみのもてる照明環境の形成
意⾒例：⼦供が安⼼して歩けるように（夜間とか）、照明落ち着いた感じ、街灯のサーカディアン化（⾊温度は低め）

2.豊かな暮らしや⽂化を育む交流の創出
• 多様な⼈々の活動と発信の交流拠点

意⾒例：南⼝との差別化、和光市らしさ、和光市のブランディングができる場、世代を超えたコミュニケーションがとり
たい、街の “⼈”を知りたい、国際交流の場、住⺠・来街者どちらへも発信、イベントができる場、イベント限定
でなく多様に使える

• ⽇常も、もしもの時も、安⼼・安全な場所
意⾒例：災害で使える広場、⼀時的な避難場所として使えるように

3.駅とまちを繋ぐ利⽤しやすい交通結節拠点の形成
• 歩⾏者中⼼の空間構成

意⾒例：歩⾏者優先、⾃転⾞危ない、⾃転⾞規制（広場内）

• 移動しやすい動線環境
意⾒例：雪にも⾬にも強く歩きやすい歩道、動線に屋根をつける、歩⾏者空間を視覚的に分かりやすくする、サイン分か

りやすく

• 交通⼿段の結節点としての利便性
意⾒例：バスの利⽤がしやすい、循環バス使いやすく、送迎⽤の駐⾞スペースがあるとよい、シェアモビリティ、ベビー

カーがおけるスペース

中央部
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• 多様な交通機能の待機場
意⾒例：同上

• ✓情報発信やシンボルの設置
意⾒例：同上

景観に配慮した交通の拠点空間
意⾒例：タクシー少なく、⼀般⾞⽌められるように、モニュメントがある場所、オブジェはいらない

※その他、広場のネーミング、維持管理・運営、⾃転⾞等の規制・誘導のあり⽅は今後、関係機関と調整を進めながら検討

※「防災」のあり⽅については今後、関係機関と調整を進めながら検討

※「防災」のあり⽅については今後、
関係機関と調整を進めながら検討

※⼀般⾞への対応やタクシープールのあり⽅については、
関係機関と調整を進めながらあり⽅を検討

参考：茨城県⽜久市 ⽜久駅東⼝
やっぺやっぺ広場

参考：静岡県静岡市 草薙駅
南⼝イベント広場

参考：茨城県⽜久市 ⽜久駅東⼝
やっぺやっぺ広場

参考：埼⽟県朝霞市 朝霞駅
南⼝ロータリー


